
令和３年５月１８日 

お客様各位 

 

株式会社 渡邉商事 

代表取締役 水谷 好孝 

 

日本軽金属（株）の JIS 認証取消についてお詫びとご連絡 

 

拝啓  

貴社益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼

申し上げます。 

 

 さて、すでに一部報道にありましたとおり、弊社で販売しております日本軽金属（株）

製のアルミニウム板材の一部で、引張試験方法の不備が判明いたしました。 

本来圧延方向（ロール目長手）に従って切断した試験片を使うべきところ、直角方向

（ロール目短手）に切断した試験片を使用していたとのことです。  

これにより同社名古屋工場は2021年5月14日付でJIS認証を取り消されております。 

 

本件につきましては別紙の通り日本軽金属グループからの正式の報告文書が届いてお

ります。取り急ぎお送りさせていただきます。ご確認方、よろしくお願いいたします。 

 

 現時点で弊社販売品のなかで本件に該当可能性のある品目は下記の通りです。 

・A5052P 1t、2t、3t、55t～75t 

・A5083P 3t、10t～30t  

・A6061P 6t～8t 

・A2017P  5t～8t 

 

なお日本軽金属（株）によれば、正しい条件での追試験でも JIS 規格品相当の性能は

十分に満たしている結果を得たとのことです。 

よって該当商品は現行の「JIS 規格認証取得品」から「JIS 規格メーカー保証品」（準

拠品）となりますが、ミルシート等での「JIS 規格番号」の記載は引き続き可能でござ

います。 

 

弊社といたしては、一日も早くお客様のご不安を解消できるよう、事態の推移に注視

しながら情報収集に努めていまいります。 

新しい情報が入り次第、弊社ホームページにアップしていく予定です。 

お客様には大変なご心配、ご迷惑をおかけしておりますこと、心よりお詫び申し上げ

ます。 

敬具 









･ 出荷前の材料試験として引張試験を実施している｡
･ JIS H4000：引張試験を実施する際の試験片採取方向が規定されている｡
･ 一部の製品においてJISの規定と異なった採取方向で試験片があり, その引張試験結果で
適合性の判定をしていた。

誤 正

圧延方向

1

圧延方向

日本品質保証機構から受けた指摘内容

圧延方向に直角で試験片採取 圧延方向に平行で試験片採取



不適合の対象(1) 板厚6.5mm以上
2

板コイル

500㎜

試験片への加工
: JIS既定の方向を選択し加工

ギロチン
シャー

試験片加工,試験
: 圧延直角方向でしか試験出来ない

圧延方向
（L方向）

※ 運搬する重量や切断設備
に制約がある為

≪シャー切断（板厚6.5㎜未満）≫

≪ソー切断（板厚6.5㎜以上）≫

TP長さに切断

JISに適合した作業

サンプリング
:シャー切断設備

対象外

対象

サンプリング
:ソー切断設備

30㎜



3

1050、1070、1100、3003、
5052、5154、5083

ＪＩＳＨ４０００
JIS H4000 より抜粋

不適合の対象(2) 非熱処理系合金⇒7材質

ＪＩＳに反して直角に採取していた合金種
(板厚6.5mm以上)



対象材のJIS規格
4

記号 質別 厚さ㎜ 引張強さN/㎟ 耐力N/㎟ 伸び% A50㎜

6.5を超え 　 13.0以下 195以上 110以上 7以上

13.0を超え    50.0以下 175以上 65以上 12以上

50.0を超え    75.0以下 175以上 65以上 16以上

A5052P H112

記号 質別 厚さ㎜ 引張強さN/㎟ 耐力N/㎟ 伸び% A50㎜

0.8を超え 　 40.0以下 275以上350以下 125以上200以下

40.0を超え    80.0以下 270以上345以下 115以上200以下

80.0を超え  100.0以下 260以上 110以上

A5083P O 16以上



対象材のJIS規格
5

記号 質別 厚さ㎜ 引張強さN/㎟ 耐力N/㎟ 伸び% A50㎜

4.0以上 　 13.0以下 120以上 70以上 8以上

13.0を超え    50.0以下 110以上 40以上 12以上

50.0を超え    75.0以下 100以上 40以上 18以上

A3003P H112

記号 質別 厚さ㎜ 引張強さN/㎟ 耐力N/㎟ 伸び% A50㎜

4.0以上　　　6.5以下 85以上 45以上 10以上

6.5を超え 　 13.0以下 80以上 45以上 10以上

13.0を超え    25.0以下 70以上 35以上 16以上

25.0を超え    50.0以下 65以上 30以上 22以上

50.0を超え    75.0以下 65以上 20以上 22以上

A1050P H112



対象材のJIS規格
6

記号 質別 厚さ㎜ 引張強さN/㎟ 耐力N/㎟ 伸び% A50㎜

6.5を超え 　 13.0以下 70以上 35以上 15以上

13.0を超え    25.0以下 60以上 25以上 20以上

25.0を超え    50.0以下 55以上 20以上 25以上

50.0を超え    75.0以下 55以上 15以上 25以上

A1070P H112

記号 質別 厚さ㎜ 引張強さN/㎟ 耐力N/㎟ 伸び% A50㎜

2.9を超え    12.0以下 120以上145以下 95以上 6以上A1100P H14



記号 質別 厚さ㎜ 引張強さN/㎟ 耐力N/㎟ 伸び% A50㎜

6.5を超え    75.0以下 65以上 18以上A5052P O 170以上215以下

対象材のJIS規格
7

記号 質別 厚さ㎜ 引張強さN/㎟ 耐力N/㎟ 伸び% A50㎜

6.5を超え    12.0以下 10以上A5052P H34 235以上285以下 180以上



8
5052-H112 6.5＜板厚≦13.0 (mm)



9
5052-H112 13.0＜板厚≦50.0 (mm)



10
5052-H112 50.0＜板厚≦75.0 (mm)



11
5083-O 6.5＜板厚≦40.0 (mm)



12
5083-O 40.0＜板厚≦80.0 (mm)



13
5083-O 80.0＜板厚≦100.0 (mm)



14
1050-H112 13.0＜板厚≦25.0 (mm)



15
3003-H112 13.0＜板厚≦50.0 (mm)



16
1070-H112 6.5＜板厚≦13.0 (mm)



17
1070-H112 13.0＜板厚≦25.0 (mm)



18
1100-H14 2.9＜板厚≦12.0 (mm)



19
5052-O 6.5＜板厚≦75.0 (mm)



20
5052-H34 6.5＜板厚≦12.0 (mm)


